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● ●　利水の歴史

1820年代 都築弥厚が碧海台地に用水計画を立案するが、挫折
1880 明治13年 明治用水が完成
1894 明治27年 枝下用水が完成
1897  明治30年 矢作川の最初の水力発電として岩津発電所が完成
1929  昭和 4年 越戸ダム完成
1952  昭和27年 矢作川農業水利事業着手（支川巴川に羽布ダムが昭和38年完成）

1958  昭和33年 　現在の明治用水頭首工に改築
1963  昭和37年 矢作川第２期農業水利事業着手　

　(昭和54年までに支川巴川に細川頭首工・支川乙川に乙川頭首工が完成)

1970  昭和45年 矢作川総合農業水利事業着手（平成元年までに北部・南部幹線水路完成）

1971　昭和46年 矢作ダムが完成
1971　昭和46年　 矢作川水利調整協議会設立　
1973  昭和48年 　矢作ダム建設後、最低貯水率９．６％を記録した渇水
1979 昭和54年 矢作ダム湖を利用した揚水式の奥矢作第１・第２発電所が完成
1994  平成 6年 新矢作川用水農業水利事業に着手（矢作川幹線水路の改築）

1994  平成 6年 全国的に渇水年で水道水の最大取水制限率３３％を記録した大渇水
2001  平成13年 至近年で顕著な渇水

　　　 年　　　　　　　　　　　　　　　内　　　　　　　容



● ●　利水施設と受益地
矢作川は、農業用水、工業用水、水道用水に使われ、西三河地域の水源となっている。

H13年度 取水量 取水量 取水量
備考

247.3 124.9 99.0

農業用水 工業用水 水道用水



● ●　矢作川主要水利権模式図

   

矢
作
川

愛知県愛知用水工業用水道事業　2.67㎥/s
愛知県水道用水供給事業　3.20㎥/s

国営矢作川総合土地改良事業（北部用水）1.58㎥/s

枝下用水（慣行）8.694㎥/s

明治用水 30.00㎥/s
愛知県西三河工業用水道事業 4.02㎥/s

岩倉取水口
矢作ダム

百月ダム

越戸ダム

明治用水右岸取水口

明治用水頭首工

明治用水左岸取水口

愛知県水道用水供給事業　　　　　1.23㎥/s
国営矢作川総合土地改良事業（南部用水） 1.44㎥/s
矢作川農業水利事業

（矢作川沿岸土地改良区連合） 5.50㎥/s

（注水）

羽布ダム

巴川

愛知県水道用水供給事業　　　　　1.23㎥/s
国営矢作川総合土地改良事業（南部用水）1.44㎥/s
矢作川農業水利事業

（矢作川沿岸土地改良区連合）5.50㎥/s

岡崎市水道
0.144㎥/s

細川頭首工

農業用水

工業用水

水道用水

凡　　例



● ●　主要発電模式図

数値
（数値）

：
：
最大使用水量（㎥/s）
常時使用水量（㎥/s）

流域内には、２６箇所の水力発電所があり、電力供給を担っている。



権　利　者 件　　　　名 取　水　口 用途 水利権量（㎥/ｓ） 実績最大取水量（㎥/ｓ）※

岩倉右岸 農業用水 1.58 0.65
明治頭首工左岸 農業用水 1.44 0.46

矢作川農業水利事業（矢作第２） 明治頭首工左岸 農業用水 5.50 3.00
愛知用水工業用水道事業 岩倉右岸 工業用水 2.67 2.67
西三河工業用水道事業 明治頭首工右岸 工業用水 4.02 3.23

岩倉右岸 水道用水 3.20 2.85
明治頭首工左岸 水道用水 1.23 1.23

岡崎市 岡崎市水道 日名（矢作川左岸） 水道用水 0.1444 0.1441
枝下用水土地改良区 枝下用水 越戸ダム右岸 農業用水 8.694 7.50
明治用水土地改良区 明治用水 明治頭首工右岸 農業用水 30.00 26.06

農林水産大臣

水道用水供給事業
愛知県

国営矢作川総合土地改良事業

● ●　 矢作川の主要水利取水量

（平成４年～平成１３年）

※実績最大取水量は、　　　　　　　
　矢作川利水総合管理年報による。



総流出量と取水実績の経年変化
流況の悪い年は河川への影響大
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● ●　総流出量と取水実績の経年変化

矢作ダムが完成し、矢作川の水利用量は増加し、年間５～６億㎥の取水となっている。

※総流出量とは、取水・ダム貯留がなかった場合の岩津地点の年間総流量である。

※利用率とは、取水実績（水道・工業・農業用水）を総流出量で割った比である。

出典：昭和４６－昭和５０『矢作川の水利用と農業用水管理』

昭和５１－平成１３『矢作川利水総合管理年報』

愛知県岡崎農地開発事務所

総流出量
工業用水
水道用水
農業用水

矢作ダム完成



● ●　渇水の発生状況

注）
１．国土交通省水資源部調べ
２．昭和57年から平成13年の間で上水道について減水・断水の

　　あった年数を図示したものである。

制限 矢作ダム最

日数 農業用水 工業用水 水道用水 低貯水率％

Ｓ４８ ６／１０ ～ ８／２７ 79 30 50 10 9.6
６／１１ ～ ６／２３ 13 50 50 20 18.0
９／　２ ～ ９／１１ 10 55 50 25 18.4

Ｓ５４ ６／２１ ～ ６／２９ 9 30 30 15 20.2
Ｓ５６ ６／１７ ～ ６／２６ 10 20 20 10 38.8 自主節水
Ｓ５７ ７／　１ ～ ７／２７ 27 55 55 28 17.2
Ｓ５９ ６／　６ ～ ６／２６ 21 55 50 25 26.0
Ｓ６１ ３／　７ ～ ３／１５ 9 5 5 5 12.8 自主節水
Ｓ６２ ９／　４ ～ ９／１７ 14 30 30 10 23.8
Ｈ　２ ８／２０ ～ ８／３１ 12 30 30 10 47.0
Ｈ　５ ６／　１ ～ ６／２２ 22 65 65 30 15.0
Ｈ　６ ５／３０ ～ ９／１９ 113 65 65 33 13.8
Ｈ　７ ８／２９ ～ ９／１８ 21 30 30 15 32.6

５／２７ ～ ６／２８ 33 50 40 20 31.4
８／１５ ～ ８／１６ 2 20 30 10 63.6

Ｈ１２ ８／１ ～ ８／８ 8 20 30 10 68.0
５／２３ ～ ６／２１ 30 20 30 10 37.4
７／１９ ～ ８／２２ 35 50 50 30 13.8

Ｈ１４ ８／１２ ～ ９／１０ 30 50 40 20 33.6

Ｈ　８

Ｈ１３

備   考
最大取水制限率(％)

Ｓ５３

年次 取水制限期間

（昭和４６年矢作ダム運用後）

矢作川の過去の渇水事例

西三河地域は全国的にみても渇水の発生頻度が高い地域である。



（平成６年７月）

● ●　渇水被害

提供：三河新報社

提供：読売新聞


